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強い父親を構成するためのユーモア使用に関する理論的研究 

―家族療法的観点から― 
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日本は古くから父権的な家族形態であったため、一昔前は父親が強いというのはごく当

たり前だった。しかし近年では、社会の変化に伴い多様な家族形態が出現している。その

中で、「父親不在」といった父親の存在が極度に薄まることによって発生する問題が指摘さ

れるようになった（田村，1997；長谷川，2006）。「父親不在」とは、父親が物理的に不在

であることと、物理的にはいるものの、心理的・機能的にはいない状態を指す（尾形，2011）。
父親の影響力や、父親の家族内における良好な関係性の構築が子どもの適応などに対して

重要な役割を果たしているとされている（田村，1997；前島・小口，2001；花嶋，2007；
中見・桂田，2008）。つまり、不適応的な父親不在の家庭にならないためには、「弱い」父

親ではなく「強い」父親である必要がある。本研究では、威厳のあるといった特性的な強

さではなく、長谷川（1991）が主張している構成主義の立場から、コミュニケーションに

よって形成される存在感の強い父親像に着目する。強い父親像を形成するような父親の家

庭内における有効なコミュニケーション参加としては、ユーモアによる関わりが考えられ

る。 
ユーモアとは、面白いと感じる心的過程、面白いものを感じさせるものなどのことをい

い（Martin，2007 野村・雨宮・丸野監訳 2011）。ユーモアには、家族内コミュニケーシ

ョンを安定させる機能も持っている。家族内で笑ったり、ユーモアを用いたりすることは、

家族内の安定と適応に関連している（Driver et al., 2012）。そして、本研究ではユーモアを

用いて家族を治療する家族療法的観点を用いて（長谷川，1991；若島・長谷川，2000）、父

親不在にならないような具体的なコミュニケーションを提示することを目的とする。そし

て先行研究に基づき、母子が父親への否定的イメージを共有している「愚痴共有タイプ」

と、父親を育児に参加させないような「母親独走タイプ」の仮想事例を作成・検討した。 

「愚痴共有タイプ」では、父親は否定的に関わるのではなく、肯定的かつユーモラスに

コミュニケーション参加をすることで相互作用的に強い父親像を構成しながら、母子と適

切な対人関係を構築できるだろう。例として、臭いについて批判された父親が、むしろ「洗

濯機 2つ目買おうか？」と便乗することが挙げられる。一方で、「母親独創タイプ」では母

親の過保護もしくは母親にとって異常に見えるような子どもの行動のどちらかを、父親が

ユーモラスにリフレーミングして伝えるという関わりをすることが重要である。例えば、

母親の動機を褒めながら、子どもの行動を自分と比較して普通の現象であるとみなす。た

だし、あくまで仮想事例を用いた理論的検討であるため、今後より現実的な検討が求めら

れる。 
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現代行動科学会第 34 回大会における若手部会シンポジウムは、「若手社会人の主張～就

職活動・仕事の経験から～」と題し、心理職や大学院生、営業職、事務職と各分野で活躍

されている 34～37 期の若手会員をシンポジストとしてお迎えした。シンポジストの方々

には、若手社会人として、進路選択や就職活動、仕事についての思いや考えをご自身の経

験から主張していただき、若者の進路選択や仕事観について議論した。 
今回の企画は、学部生に興味関心を持って参加してもらいやすいテーマを設定した。学

部生にとっては、一歩先に社会に出ている若手社会人のお話を聞くことができる貴重な機

会となり、自身の進路等にも役立ててもらうように企画説明を行った。シンポジストとし

てお招きしたのは、34 期生の佐々木璃奈さん、36 期生の坂本一真さん、37 期生の中沢優

雅さん、37 期生の向中野あゆみさんであった。 
シンポジストの方々にお話をしていただく前に、岩手大学人文社会科学部人間科学課

程・人間文化課程の学部生 192 名に対して、事前に実施した就職活動や仕事観に関するア

ンケート調査の結果を紹介した。就職活動経験者を対象に行った、就職活動をしていて困

ったことへの回答には、志望動機がまとまらない、就職活動への意欲がわかない、就職活

動の費用がかかるという答えが多い結果となった。就職先を決める際に重要視する点につ

いては、自分のやりたい仕事ができる、職場の雰囲気が良い、勤務制度・福利厚生が良い

という答えが多い結果となった。また、就職活動を始める前に不安に思っているまたは、

思っていたことへの回答は、どのような職業に適しているか分からない、就職活動の仕方

が分からない、就職活動への意欲がわかないという答えが多い結果となり、実際に就職し

た後の仕事や生活への不安については、仕事についていけるか、上司や先輩との人間関係、

仕事に対するモチベーションの維持についての不安が大きいことがうかがえた。 
 続いて、自由記述によるシンポジストの方への質問を紹介した。まず、就職活動に関し

ては、自分に適している職業の見つけ方、就職活動を意識し始めた時期、就職活動をする

うえで役に立つバイト、就職活動中、最も力を入れて取り組んだこと、気をつけたこと、

就職活動中の失敗談とそこから得た教訓について質問があった。また、就職後に関しては、

仕事をしていてやりがいを感じる時、就職前に思い描いていたものと現実との違い、大学

時代の経験で職に就いてから活かされたこと、就職後の失敗談とそこから得た教訓、退職

転職の可能性について質問があった。 
その後、シンポジストの方々には、アンケートの結果も踏まえながら、後輩たちに伝え

たいことを中心に、ご自身の経験から進路選択や就職活動、仕事についてお話していただ

いた。1 人目の佐々木さんからは、勤務していらっしゃる小児科病院と心理士の役割につ

いて、ご自信の進路選択について、具体的にお話いただいた。発表の最後には、進路に悩

む後輩へ、心理職を目指す後輩へのアドバイスをいただいた。特に、心理職を目指す学部

生や大学院生にとって、病院臨床の実際、心理職として働くことについて伺うことのでき

る貴重な機会となった。 
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